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界面 :芸 -言,▽ 2u
聖 =lIl▽ 2u,糸 :(
















- ) -(4,i,1/2((6),(7)における数係数言,言は 1とした )
で与えられることになる｡結果として,物理量はUと2体相関
C(r,i)- く ∂u(r,i)∂u (0,i)>
のみで表きれることになるのであるO例えは,界面 α,面積A(i)と糸の長さの時間変化は
A(i)∝ 了 1′2e-γAt3/2






スケー リング則を満たすことがわかっている. その特性長は Z(i)で与えられる｡詳しいこ
とは,界面については文献 2)-4)に,糸については5)に述べられている｡
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